
広島県政の概要について
～県政報告会～

2015年10月23日 広島県議会議員
自由民主党広島県議会議員連盟 出原 昌直



本日の説明内容

１ 広島県議会の概要

２ 最近の県政の動き

（１） 「ひろしま未来チャレンジビジョン」の改定

（２） 今後の県営産業団地の造成について

３ 私の活動状況について
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１ 広島県議会の概要

１２2



広島県議会の構成

（１）組織

2月、6月､9月､12月の4回開会

必要に応じて開会

本 会 議

（２）本会議・委員会

定例会

臨時会

定例会中と、閉会中の毎月1回

常任委員会

必要に応じて開催

特別委員会

２月定例会で設置

予算特別委員会

９月定例会で設置

11月まで9回開催し、12月定例会で報告

決算特別委員会
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◆ 議場の様子
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本会議場（平成２７年９月定例会）

議長席

知事席

私

執行部 (知事など) 執行部･事務局

質問席



会派の状況
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２ 最近の県政の動き

(１)「ひろしま未来チャレンジビジョン」の改定



ひろしま未来チャレンジビジョン

本県の目指す姿（将来像）を県民と共有し，一緒に，新たな
広島県づくりを推し進めることを目的に，平成22（2010）年10月
に「ひろしま未来チャレンジビジョン」策定し，４つの政策分野を
相互に連関させ，相乗効果をもたらしながら好循環する流れを
つくり出してきました。

安心な暮らしづくり

新たな経済成長 人づくり

豊かな地域づくり

多様な人材の育成や集積などあらゆる
分野の基礎となる

イノベーションを持続的に創出し，雇用や
所得を生み出す

暮らしに直結した生活基盤を支える県内各地域の個性や資源を生かす
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将来を展望する上で，特に考慮が必要な情勢変化

❖人口減少の進行
今後，団塊ジュニア世代が人口再生産年齢を過ぎることで出生数の減少

は更に進むおそれがあります。
一方で … ▷ 県民の希望出生率1.85 ※26年の広島県の合計特殊出生率は1.55

▷ 県内高校生・大学生の６割超が県内進学・就職を希望
▷ 県出身の東京・大阪圏在住者の７割がＵターンを検討

このような「子供を持ちたい」「広島に住み続けたい」という県民一人ひとりの
希望を実現できる社会をつくり出すことが必要です。

❖東京一極集中の加速化
景気回復や東京オリンピック開催で今後も加速すると予想される東京一極

集中について，その流れを逆転し，広島への流れをつくり出す必要があります。

❖グローバル化新局面の到来
アジアの経済成長に伴う競争激化，外国人観光客の大幅な増加など，グ

ローバル化の新たな局面への的確な対応が必要です。

❖安全・安心に対する意識の高まり
東日本大震災や県内での大規模土砂災害をきっかけとする防災意識の高

まりを，県民の皆さんと共に具体的な行動につなげていく必要があります。
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改定の趣旨

本県の目指す姿の実現に向けて，県民の皆様と一緒に
「一歩先へ」踏み出すため，チャレンジビジョンを発展的に
見直し，新たな挑戦を推し進めます。

・ チャレンジビジョン策定から

５年経過し，本県を取り巻く

社会経済環境が大きく変化

様々な情勢変化を踏まえ，

これまでの取組の成果や変化

の兆しをより確かなものに

・ 国においても，人口減少・
超高齢化という課題に対応
するため，地方創生に係る
大胆な政策の実行を打出し

これまで本県がチャレンジ
ビジョンに基づいて進めてきた
取組を更に加速する追い風に
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≪県民一人ひとりが主役の新しいライフスタイル≫

目指す姿 ★今後５年間で目指す姿を県民の皆様と共有するため，新たに設定

基本理念を基に，

仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県

～仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現～

を目指します。

長距離通勤と残業で
帰宅後はいつもぐったり

趣味のお稽古にも，
最近行ってないなぁ。

早く帰って子供との
時間を大事にしたい…

キャリアアップは
あきらめて，仕事を
セーブしないと。

仕事優先？

暮らし優先？

広島県は，

どちらもあきらめ
ない，欲張りな

ライフスタイルを
応援します！

暮らしの充実⇒仕事の生産性up!⇒欲張れる好循環へ

10



目指す姿の実現に向けた視点

目指す姿の実現に向けて，４つの政策分野の好循環をより
一層推進するため，次の３つの視点を掲げています。

イノベーション

ファミリー・フレンドリー

都市と自然の近接ライフ

フロンティア精神にあふれた県民性を生かし，
様々な分野でイノベーションを起こして，
生産性や暮らしの利便性の向上を図る。

保育・教育・医療の充実，住環境の向上など，
家族で住みたい環境づくりを通じ，

誰もが暮らしやすい広島県の実現を目指す。

都市と自然が近く，どちらの魅力も
満喫できる環境を生かし，都市も自然もスマートに
楽しむライフスタイルの魅力に磨きをかける。
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４つの政策分野の好循環
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２ 最近の県政の動き

(２)今後の県営産業団地の造成について
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県内産業の状況
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企業の立地動向
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県営産業団地の現状

H27年 完売
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分譲中の県営産業団地（平成26年度末現在）

H27年 完売

H27年 完売

◆近年の景気回復等を背景に企業立地が進んでおり，立地ニーズに対応可能な産業団
地が減少しているという状況から，早期に産業用地を確保する必要がある。

◆今後，新たな産業団地を整備する場合には，雇用などの産業施策の効果も踏まえた
評価や，県全体での採算性による評価を取り入れるとともに，地元市町からも応分
の負担を求めるなど，新たな考え方により進めていくことが重要である。

平成27年
６月定例会
知事答弁

（単位：ｈa）



３ 私の活動状況について
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中小企業大学校主催
地域資源活用事業支援研修
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・地域資源活用方法
・地域発ビジネスの発掘
・地域資源、地域ビジネスの戦略と展開
・地域産品の流通



埼玉りそな銀行主催セミナー

19

・観光資源を活用した事業と雇用創出



福井県 永平寺 町のブランド化検討会
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今治タオル美術館視察
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FMレディオビンゴ
『出原昌直の地域再発見!』

第２・４木曜日 １８：４０～
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ご清聴

ありがとうございました
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